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水
の
事
故
に
備
え
て

水
難
救
助
訓
練
を
実
施

　

６
月
３
日
、
本
格
的
な
川
で
の

レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
仁

淀
川
（
波
川
）
で
い
の
町
消
防
団

伊
野
方
面
隊
、
日
高
村
消
防
団
、

仁
淀
消
防
組
合
、
土
佐
警
察
署
、

高
知
県
警
察
航
空
隊
が
合
同
で
水

難
救
助
訓
練
を
実
施
し
、
関
係
者

約
１
９
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
各
機
関
に
よ
る

水
の
事
故
へ
の
迅
速
な
対
応
と
捜

索
技
術
の
向
上
、
関
係
機
関
相
互

の
連
携
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

訓
練
内
容
は
、
２
班
に
別
れ
て

操
舵
・
編
隊
訓
練
、
そ
の
後
水
難

者
救
出
・
捜
索
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

捜
索
訓
練
で
は
、
仁
淀
川
で
の

水
難
事
故
を
想
定
し
、
舟
艇
が
魚

群
探
知
機
、
モ
ガ
リ
、
水
中
眼
鏡

な
ど
を
使
用
し
て
捜
索
す
る
と
と

も
に
、
警
察
ヘ
リ
や
町
が
所
有
す

る
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
、
上
空
か

ら
の
要
救
助
者
捜
索
も
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
「
お
と
め
」
も
、
上
空
か
ら

要
救
助
者
を
捜
索
し
ま
し
た
。

　

仁
淀
川
で
は
、
例
年
多
数
の
行

楽
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
が
、
過
去

何
度
も
痛
ま
し
い
水
難
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

川
遊
び
を
す
る
時
に
は
、
危
険

箇
所
で
は
遊
泳
し
な
い
、
子
ど
も

か
ら
決
し
て
目
を
離
さ
な
い
、
飲

酒
し
て
川
に
入
ら
な
い
な
ど
危
険

な
行
為
を
慎
み
、
水
難
事
故
に
遭

わ
な
い
よ
う
、
十
分
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

男
女
消
防
団
員
募
集
!!

～
わ
が
町
い
の
町
を
守
ろ
う
～

　

町
で
は
、
町
内
在
住
の
方
で
地

域
で
の
防
火
・
防
災
活
動
に
従
事

し
て
く
れ
る
消
防
団
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
男
女
を
問
わ
ず
18
歳

以
上
の
方
の
入
団
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
入
団
申
込
・
消
防
団
活
動
に
対

す
る
お
問
い
合
わ
せ

　

地
域
の
各
分
団
、
仁
淀
消
防
署

（
☎
８
９
３-

３
２
２
１
消
防
団

係
）

7
月
の
消
防
団
行
事
予
定

7
月
1
日
（
日
）

　

仁
淀
消
防
連
合
会
夏
季
演
習

　

（
日
高
村
立
日
高
中
学
校
）

ニ
ュ
ー
ス

区
長
表
彰
及
び
感
謝
状
贈
呈

　

区
長
の
活
動
が
地
方
自
治
の
発

展
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
い
の
町

長
表
彰
及
び
感
謝
状
の
贈
呈
を
行

い
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
行
政
と
地
域
を

結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
長
年
の

ご
尽
力
と
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

◎
い
の
町
長
賞
（
10
年
以
上
区
長

を
務
め
ら
れ
た
方
） 

敬
称
略

　

肩
抜 

宮
﨑　

順
一

　

毛
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氏
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義
教

　

成
山
本
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博
昭

　

中
追
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松
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章
佝

　

石
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北
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正
和

　

西
の
谷 

小
松　

菊
野

　

仏
堂 

細
川　

正
一

◎
感
謝
状
（
５
年
連
続
区
長
を
務

め
ら
れ
た
方
） 

敬
称
略

　

４
区-

２
（
西
地
） 

田
中　

良
之

　

16
区
（
新
町
） 

岡
田　

正
博

　

25
区-

３
（
横
薮
） 

黒
田　

稔
男

　

保
木 

尾
﨑　

一
章

　

北
成
山 

中
平　
　

努

　

津
賀
谷 

田
岡　
　

徹

　

大
森 

川
村　

隆
通

ニ
ュ
ー
ス

～
「
土
佐
料
理　

司　

鮎
を

育
む
森
」
交
流
活
動
～

　

（
株
）
土
佐
料
理
司
と
町
が
締
結

し
た
協
働
の
森
づ
く
り
事
業
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
協
定
に
基
づ
き
、
5

月
14
日
、
清
水
程
野
地
区
に
あ

る
「
土
佐
料
理　

司　

鮎
を
育
む

森
」
に
お
い
て
、
（
株
）
土
佐
料
理

司
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
高
知
中

央
森
林
組
合
、
高
知
県
及
び
町
の

職
員
約
30
名
が
参
加
し
て
交
流
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
高
知
中
央
森
林
組
合

の
指
導
に
よ
り
、
ヒ
ノ
キ
林
の
間

伐
を
行
い
ま
し
た
。
普
段
慣
れ
な

い
鋸
で
の
作
業
で
し
た
が
、
皆
さ

ん
一
生
懸
命
、
交
代
し
な
が
ら
木

を
伐
り
倒
し
て
い
ま
し
た
。
間
伐

体
験
中
に
「
間
伐
で
伐
る
木
を
選

ぶ
基
準
は
何
か
」
、
「
町
有
林
は

町
の
森
林
全
体
の
何
割
程
度
か
」

な
ど
参
加
者
が
職
員
へ
質
問
す
る

場
面
が
度
々
あ
り
、
森
林
へ
の
関

心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

間
伐
体
験
後
の
昼
食
は
、
吾
北

地
区
農
漁
村
女
性
グ
ル
ー
プ
研
究

会
に
よ
る
山
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
料
理
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
お
料
理
は
、
ど
れ
も
や
さ
し

い
味
で
、
お
い
し
い
」
と
大
変
好

評
で
し
た
。

　

今
回
の
交
流
事
業
で
、
い
の
町

の
山
々
の
広
大
さ
、
恵
み
の
豊
か

さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
い
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。


